
令和７年度 学校評価 後期（生徒用） 
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肯定的な回答が増えた 
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そう思うと回答した生徒が増えたが、全体に否定

的な意見も増えている。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

進路展望を持っている生徒が増えた 



 

 

前期と比べ、回答率が＋12.7ｐｔ。回収率が大きく改善し、 

後期データの代表性が高まった。 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

＋３．２ｐｔ。全体の９６．３％が肯定的な回答。 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

＋７．５ｐｔ。一番伸びた項目です。 

道徳心 ＋５．８ｐｔ。よりよい生き方について考えられ

るようになっている。 



 

 

 

 

 

生活習慣がやや低下。季節要因の影響も考えられるので

誤差の範囲かもしれません。 

＋４．３ｐｔ。だいたいそう思うを入れるとさらに肯定的に

捉えられています。 



 

 

 

 



 

 

 

 

－１４．３ｐｔ。一番低下した項目になる 



 

 

 

 

＋４．６ｐｔ。肯定的な考えは１００％。意識の高まりを感

じられる。

 



 

 

 

 

－１０．０ｐｔ。朝読書が少し定着しづらい生徒がいるよ

うに伺える。 



 

 

 

 



 

 

 

 

＋８．７ｐｔ。１００％肯定的な考えなので、生徒の取り組

みが素晴らしいことが伺える。 

＋４．６ｐｔ。肯定的な考えは１００％。意識の高まりを感

じられる。

 



 

 

 

 

 

＋４．２ｐｔ。少しずつ将来について考えられている生徒

が増えているのが伺える。

 



三者を比較すると、 

  『学校生活を楽しんでいる』 

    三者とも高評価である 

 

  『行事が楽しく充実している』 

    行事運営に対する学校側の努力が、三者の共通認識として定着したのが伺える。 

 

 『他者を思いやれる。道徳性』 

    人間関係・思いやりは学校文化として強みである。 

 

 『服装・礼儀・挨拶』 

    教職員がやや厳しめだが、三者とも概ね肯定的である。 

 

 『授業』 

    教職員は自信を持って授業準備・工夫しているが、生徒の自己評価は少し厳しめ。 

    保護者はその中間ぐらいに感じているが比較的高評価である。 

 

『家庭学習』 

    生徒も保護者もやや低め。教職員は高めの評価をしている。 

 

『生活習慣』 

    生徒が自分の評価をやや厳しめにつけている傾向にある。 

 

『キャリア教育』 

    保護者が若干低めの評価をしているので、キャリア学習の見える化が必要なのかもしれない。 

 

全体として、生活・人間関係・自治・対話型学習は、保護者、教職員ともに学校の強みとして認識している

ことが伺える。 

  いじめ対策委員のメンバーの認知が低いので、周知できることが課題である。 

 

 


